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安全安心なまちづくり安全安心なまちづくり
～災害に強い町づくりを目指して～～災害に強い町づくりを目指して～

●
補
助
金
の
活
用
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
簡
易

無
線
機
を
導
入
。
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
の
導

入
に
よ
り
、
鮮
明
な
情
報
伝
達
が
可
能
に

な
り
、
災
害
時
の
避
難
所
や
各
地
区
自
主

防
災
会
と
の
通
信
体
制
の
強
化
が
図
れ
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

●
県
の
津
波
被
害
予
想
を
基
に
、
昨
年
各

区
役
員
等
を
対
象
に
実
施
し
た
津
波
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
今
年
は
中
学
生
を
対
象

と
し
た
防
災
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、

共
助
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
災
害
発
生
時
に
生
活
物
資
等
の
優
先
提

供
を
受
け
る
た
め
に
、
町
内
商
店
と
の
優

先
物
資
提
供
協
定
締
結
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
団
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
消
防
フ
ェ
ス
タ
を
全

町
民
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

防
団
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
町
民
と
の
交
流
を
図
り
、
災
害
発
生

時
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
消
防
団
員
確

保
を
目
指
し
ま
す
。

●
消
防
団
で
は
災
害
発
生
時
に
円
滑
な
消

防
・
防
災
活
動
を
行
う
た
め
、
消
防
機
械

器
具
操
作
訓
練
、
消
火
訓
練
、
避
難
誘
導

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震

災
を
教
訓
に
平
成
12
年
度
に
町
地
域
防
災

計
画
が
見
直
し
さ
れ
て
か
ら
12
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
や
、
近
年
た
び
た
び
発
生
す
る

自
然
災
害
を
教
訓
に
、
千
葉
県
地
域
防
災

計
画
を
参
考
に
町
防
災
の
根
幹
で
あ
る
町

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

●
大
規
模
地
震
や
津
波
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
災
害
は
、
人
の
力
で
は
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
災
害
へ
の

備
え
に
よ
り
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と（
自

助
）
を
基
本
と
し
、
津
波
避
難
訓
練
を
自

主
防
災
会
・
消
防
団
等
の
協
力
に
よ
り
実

施
し
、
町
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
の
高

揚
と
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
が
図
れ
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
の
中
で

要
援
護
者
避
難
が
ど
の
よ
う
に
行
え
る
か

を
検
証
し
、
今
後
の
避
難
誘
導
の
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
・
防
災
の
取
り
組
み

▲津波避難訓練の様子

東日本大震災が発生し、１年１ヶ月が経過しました。
町では、この大震災から得た教訓を生かし、災害対策の強化を図るため体制を含めた
職員配置を再編し、防災総合対策班を新たに設置しました。
危機管理を含め、予想されるさまざまな災害に対応できるよう取り組みます。
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津
波
一
時
避
難
ビ
ル
に
看
板
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
大
規
模
津
波
が
発
生
し

た
際
に
一
時
的
に
避
難
す
る
た
め
、
町

で
は
海
岸
部
に
建
っ
て
い
る
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
と
津
波
一
時
避
難
ビ
ル
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

○
津
波
一
時
避
難
ビ
ル
看
板
設
置
○

第
七
分
団
（
岩
和
田
）
可
搬
積
載
型
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
納
車
式
が
３
月
17
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
消
防
団
に
配
備
さ
れ

た
消
防
ポ
ン
プ
車
の
老
朽
化
に
対
応
す
る

た
め
配
備
さ
れ
た
も
の
で
、
21
年
ぶ
り
の

更
新
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
す
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
地
域
防
災
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
消
防
団
に
対
す
る
期
待
も
ま

す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
消
防
活
動
が
円
滑
に
遂
行
で

き
る
様
、
今
後
も
消
防
施
設
の
整
備
、
充

実
を
行
う
予
定
で
す
。

○
待
ち
望
ん
だ
新
ら
た
な
消
防
車
○

確
認
し
よ
う
!!

◎
避
難
時
持
出
品

是
非
、
こ
れ
を
機
会
に
そ
ろ
え
て
く
だ

さ
い
。
あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
ず
、
避
難
に

支
障
の
な
い
重
さ
に
ま
と
め
て
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
に
い
れ
、
取
り
出
し
や
す
い

と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

〇
携
帯
飲
料
水　

〇
非
常
用
食
料

〇
貴
重
品　
　
　

〇
救
急
用
品

〇
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

〇
軍
手　

〇
衣
類
（
下
着
類
含
む
）　

〇
毛
布

〇
懐
中
電
灯　
　

〇
携
帯
ラ
ジ
オ

〇
予
備
電
池　
　

〇
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

〇
マ
ッ
チ
・
ろ
う
そ
く　

〇
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

〇
筆
記
用
具

◎
避
難
経
路
や
避
難
場
所

日
ご
ろ
使
用
し
て
い
る
道
路
で
、
危
険

個
所
が
な
い
か
確
認
し
、
有
事
の
際
に
安

全
に
通
行
で
き
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
で
避
難
場
所
を
決
め
ま
し
ょ

う
。日

ご
ろ
か
ら
危
機
管
理
の
意
識
を
持
ち
、

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」「
家
族
で
で
き
る

こ
と
」「
ご
近
所
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き

る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
災
害
に

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

国道128号線国道128号線

国道128号線国道128号線

月の沙漠
記念館

千葉銀行

JR御宿駅 御宿小学校
御宿公民館

御宿台
案内所

月の沙漠
記念像

1

2

3

5

4

6

網代湾
❶ ビューバレー御宿
❷ ビクトリマンション
❸ シーサイドパレス御宿
❹ ローレルプラザ御宿第1
❺ センチュリー御宿シーサイド2号館
❻ シーサイドサーフ御宿

まずはこの看板を目印に避難

▲

▲今後、火災や災害現場で
の活躍が期待されます

津波一時避難ビル所在地
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桜
の
花
が
咲
き
誇
る
４
月
６
日
に
御

宿
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入

生
を
代
表
し
て
氏う
じ
は
ら
た
か
ひ
ろ

原
崇
裕
君
が
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

少
し
大
き
め
の
制
服
に
袖
を
通
し
た

52
名
の
新
入
生
は
、
少
し
緊
張
し
た
様

子
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生
活

へ
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

新
調
し
た
制
服
に
は
、
両
親
や
先
生

方
の
成
長
へ
の
期
待
と
将
来
へ
の
希
望

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
４
月
９
日
に
は
町
内
の
二
つ

の
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
御
宿

小
で
は
27
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、
在

校
生
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
出
迎
え
に
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
姿
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

▲みんなで初めての校歌合唱。まだちょっと難しいかな。

布
施
小
で
は
、
９
名
の
新
入
生
が
入

学
し
、
小
学
校
で
の
第
１
回
目
の
授
業

を
保
護
者
の
方
々
と
一
緒
に
受
け
ま
し

た
。保

育
所
と
は
違
う
雰
囲
気
に
少
し
緊

張
気
味
の
新
入
生
も
、
先
生
の
「
私
も

10
人
目
の
お
友
達
で
す
、
一
緒
に
お
勉

強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
言

葉
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

▲ドキドキわくわくの初授業

新
た
な
ス
テ
ー
ジ

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は

学
び
の
灯
は君
と
ト
モ
に

　町の皆さんに貢献できるよう
頑張ります。
　よろしくお願いします。
保健師　矢ノ口　未来

　笑顔いっぱい、元気いっぱいの
保育士目指してがんばります。

保育士　鈴木　絵美

　１日１日を大切にしながら子ど
もたちと関わっていきたいです。

保育士　吉野　小百合

町の新入職員
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課名・電話番号 管理職員氏名 主な業務

総務課
　68-2511

課 　 長
主 　 幹
行 政 班 長
防災総合対策班長

氏原　憲二
田辺　義博
市原　　茂
吉野　信次

行政班（人事 ･給与 ･選挙 ･監査 ･情報公開 ･秘書　他）
防災総合対策班（消防防災 ･交通防犯 ･庁舎管理 ･公用車管理　他）

企画財政課
68-2512

課 　 長
課 長 補 佐

木原　政吉
渡邉　和弥 企画係（施策総合調整 ･定住化促進・広報統計 ･情報管理　他）

財政係（予算・決算 ･地方交付税　他）
財産管理係（町有財産管理・契約管理　他）

税務住民課
・税務班

68-6692
・住民班

68-6695

課 　 長
税 務 班 長

住 民 班 長

大竹　伸弘
伊藤　広幸

岩瀬　晴美

税務班（住民税 ･固定資産税・軽自動車税・国保税・収税　他）

住民班（戸籍 ･住民基本台帳 ･印鑑登録 ･国民年金　他）

産業観光課
68-2513

課 　 長
農林水産班長
商工観光班長

藤原　　勇
吉野　靖文
殿岡　　豊

農林水産班（農業委員会 ･農業振興 ･土地改良 ･水産振興 ･漁港　他）
商工観光班（観光振興 ･国際交流 ･商工振興 ･観光施設　他）

建設環境課
・建設班

68-6694
・水道班

68-6693
・環境整備班

68-6694
・じん芥対策班
（清掃センター）

68-4613

課 　 長
主幹兼建設班長

水 道 班 長

環境整備班長

じ ん 芥 対 策 班 長

佐藤　昭夫
埋田　禎久

松下　泰之

米本　貴志

粕谷　信之

建設班（都市計画 ･道路管理 ･河川管理 ･町営住宅　他）

水道班（水道 ･浄水場　他）

環境整備班（合併浄化槽 ･不法投棄 ･畜犬登録　他）

じん芥対策班（廃棄物収集・清掃センター業務　他）

保健福祉課
・福祉介護班

68-6716
・保健事業班

68-6717

課 　 長
福祉介護班長

保健事業班長

多賀　孝雄
佐川　佳子

齊藤　　浩

福祉介護班（児童福祉 ･高齢者福祉 ･障がい者福祉　他） 
　　　　　（介護保険 ･地域包括支援センター・保育所・児童館）
保健事業班（国保 ･長寿医療 ･健診 ･予防接種　他）

会計室
68-6691 室 　 長 米本　清司 出納係

教育課
・学校教育班

68-2514
・社会教育班

68-2947

課 　 長
学校教育班長

社会教育班長

渡辺　晴久
金井亜紀子

吉野　伸好

学校教育班（学校教育全般 ･布施学校組合教育委員会 他）

社会教育班（社会教育全般・公民館 ･歴史民俗資料館 ･海洋センター　他）

議会事務局 局 　 長 岩瀬由紀夫 議会事務68-2515

平成２４年度　町の新体制
新年度を迎え役場の体制に変更がありました。
今年度も、地域と行政が一体となり、よりよい町づくりを進めます。

　町のため精一杯がんばります。
よろしくお願いします。

総務課　尾崎　綾太郎

　町のため日々努力し、仕事に
励みます。よろしくお願いします。

企画財政課　住野　直哉

　まだ不慣れな点が多いですが、
一生懸命がんばります。

教育課　野村　偉光

平成２４年度
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平成２４年度 各課主要事業の紹介

　町の体制が新たになった事から、各課の主要事業について紹介します。
　また、紙面の都合により、すべてを紹介しきれない事をご了承願います。
　町の運営は町民の皆さんと共にあります、協働のまちづくりを進めるためにも、それぞれが出来る
事を行い、よりよい町づくりにご協力をお願いします。

《
産
業
観
光
課
》

　

農
業
や
漁
業
、
観
光
業
な
ど
地
場
産
業

の
相
互
連
携
を
密
に
し
、
農
林
水
産
班
・

商
工
観
光
班
の
垣
根
を
は
ず
し
た
総
合
的

な
産
業
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
魅

力
発
信
や
活
力
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

分
野
ご
と
の
取
り
組
み
で
す
が
、
農
林

業
で
は
、
農
地
の
有
効
利
用
や
将
来
の
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
担
い
手
確
保
の
た
め
、

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
産

効
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
の
進
捗
管
理
や
生
産
団
体

の
一
元
化
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

有
害
鳥
獣
対
策
を
含
め
た
農
村
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
御
宿
漁
港
の
護
岸
補
修

な
ど
漁
港
施
設
の
適
正
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
漁
協
と
の
連
携
の
も
と
、
作
り

育
て
る
漁
業
の
推
進
、
さ
ら
に
は
海
産
物

の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
観
光
で
す
が
、
地
場
産
業
と
の
連
携

を
十
分
に
図
り
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
最
大

限
に
創
出
し
、
様
々
な
手
法
の
も
と
で
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ・
情
報
提
供
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
施

設
補
修
や
景
観
維
持
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、

「
お
も
て
な
し
精
神
」
を
再
確
認
し
な
が
ら
、

景
観
美
化
や
安
全・
安
心
な
施
設
運
営
な
ど
、

来
訪
者
の
満
足 

度
向
上
に
努
め
ま
す
。

《
企
画
財
政
課
》

　

平
成
25
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計
画
年

次
と
し
た
町
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
反
映
や
住
民
代

表
で
構
成
す
る
総
合
計
画
策
定
委
員
会
で

の
意
見
を
基
に
実
効
性
の
あ
る
計
画
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

定
住
化
の
促
進
と
し
て
関
係
団
体
と
協

力
し
、
地
域
の
魅
力
発
信
に
努
め
る
と
と

も
に
、
首
都
圏
の
移
住
希
望
者
を
対
象
と

し
た
定
住
化
促
進
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
協
議
や
情
報

交
換
を
通
じ
、
住
民
参
加
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
の
内
容
充

実
に
加
え
、
４
月
よ
り
新
た
な
情
報
発
信

手
段
と
し
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
、
町
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発

信
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

財
政
運
営
で
は
、
将
来
の
財
政
需
用
を

考
慮
し
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
町
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
公
表
し
ま
す
。
ま
た
財
産
管
理
で

は
、
町
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
旧
岩
和

田
小
学
校
特
別
教
室
棟
や
天
の
守
町
有
地

等
の
町
有
地
の
活
用
に
つ
い
て
、『
活
用

検
討
委
員
会
』
を
設
置
し
、
有
効
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

《
総　

務　

課
》

　

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
地
域
防

災
計
画
の
早
期
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
浸
水
予
想
の
見
直
し
に
よ
る

避
難
所
や
避
難
路
の
点
検
、
中
学
生
を

対
象
に
し
た
津
波
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
な
ど
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
を
実

施
し
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

消
防
団
定
数
の
確
保
に
向
け
、
消
防

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
、
各
区
と
の
連
携
に

よ
る
新
団
員
の
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
・
防
犯
の
分
野
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全

教
室
や
交
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
活
動
と
し
て
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
的
確
な
情
報
の
提
供
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま
す
。

　

庶
務
行
政
の
分
野
に
お
い
て
は
、
第

６
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
行
政
改

革
を
推
進
し
、
協
働
の
町
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
た
め
、
住
民
懇
談
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
充
実
を
図
り

住
民
意
見
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
研
修
に
加
え
、

県
へ
の
派
遣
、
自
衛
隊
体
験
入
隊
研
修

を
実
施
し
ま
す
。
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
適
正
な
定
員
管
理
を
進
め
ま
す
。
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《
保
健
福
祉
課
》

少
子
高
齢
化
の
進
展
が
社
会
現
象
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
当
町
の
高
齢
化
率
は
40

％
を
超
え
、
高
齢
者
や
子
育
て
支
援
施
策

の
更
な
る
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
事
業
に
お
い
て
は
、「
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
及
び
「
２
０
１
２
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

生
き
が
い
対
策
の
ほ
か
、
障
害
者
の
自
立

支
援
に
向
け
た
「
障
害
者
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

子
育
て
施
策
に
お
い
て
は
、
０
歳
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
を

新
た
に
取
り
組
む
と
と
も
に
児
童
手
当
の

支
給
や
保
育
所
・
児
童
館
の
健
全
な
運
営

等
き
め
細
か
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
が
健
康

で
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う　

特
定
検
診
や
が
ん
検
診
な
ど
、
小
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
感
染
症
予
防
に
向
け
た
取
り

組
み
を
幅
広
く
展
開
し
、
適
切
な
治
療
が

健
康
の
維
持
・
増
進
に
繋
が
る
よ
う
事
業

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
年
々
増
加
す
る

各
保
険
給
付
費
に
お
い
て
も
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全
て
の
人
が
暮

ら
し
の
中
で
支
え
合
い
、
社
会
参
加
で
き

る
町
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

《
建
設
環
境
課
》

建
設
部
門
に
お
い
て
は
、
生
活
関
連
道

路
や
施
設
の
維
持
管
理
・
整
備
を
中
心
に
、

河
川
や
橋
梁
の
計
画
的
な
改
修
に
向
け
て

の
修
繕
計
画
の
策
定
、
町
営
住
宅
の
維
持

管
理
や
住
環
境
向
上
の
た
め
の
各
種
補
助

を
実
施
し
ま
す
。

環
境
部
門
の
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
保
守
点
検
を
定
期
的
に

行
う
な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
適

正
処
理
、
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
減
量
化
及
び
ご
み
排
出
量
に
応
じ
た

費
用
負
担
の
公
平
性
の
た
め
、
10
月
か
ら

指
定
ご
み
袋
制
を
導
入
し
ま
す
。
指
定
ご

み
袋
制
へ
の
移
行
の
た
め
に
、
地
区
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保
全
の

た
め
、
町
内
や
海
岸
、
公
衆
ト
イ
レ
の
清

掃
活
動
、
河
川
の
水
質
保
全
対
策
、
ミ
ヤ

コ
タ
ナ
ゴ
生
息
地
の
保
全
に
取
り
組
む
ほ

か
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
を
目
的

に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
へ
の
補
助
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
為
、
浄
水
場
の
施

設
及
び
機
器
を
適
正
に
維
持
・
管
理
す
る

と
と
も
に
、
赤
水
対
策
と
し
て
配
水
管
の

洗
浄
や
鉛
給
水
管
の
計
画
的
な
改
修
、
浄

水
場
の
真
空
ポ
ン
プ
と
給
水
ポ
ン
プ
の
更

新
な
ど
老
朽
化
し
た
設
備
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

《
税
務
住
民
課
》

収
税
班
に
お
い
て
は
、
納
税
が
滞
っ

て
い
る
方
へ
の
早
期
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

管
理
職
に
よ
る
徴
収
の
継
続
実
施
に
よ

り
未
納
税
額
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
ま

た
滞
納
者
の
生
活
状
況
の
把
握
と
訪
問
、

納
税
促
進
活
動
の
進
捗
に
つ
い
て
進
行

管
理
を
徹
底
し
、
悪
質
な
滞
納
者
へ
の

差
押
処
分
な
ど
を
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
互
い
に
助

け
合
う
た
め
の
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

公
平
な
税
負
担
と
な
る
よ
う
、
滞
納
者

の
へ
の
短
期
保
険
者
証
の
発
行
な
ど
保

健
福
祉
課
と
連
携
し
行
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
な
納
税
指
導
を
実
施

し
、
関
係
機
関
等
と
の
協
力
体
制
を
強

化
し
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

住
民
班
に
お
い
て
は
、
本
人
確
認
及

び
審
査
を
厳
重
に
行
い
、
適
切
な
対
応

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
務
の
迅
速
化
と
情
報
管
理
体
制
の
強

化
の
た
め
、
９
月
の
戸
籍
電
算
化
完
全

稼
働
に
む
け
事
務
を
進
め
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
試
行

で
あ
り
ま
し
た
サ
ン
デ
ー
オ
ー
プ
ン
を

継
続
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
公
民

館
で
の
諸
証
明
の
発
行
業
務
の
適
正
・

円
滑
な
実
施
と
利
用
促
進
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。

《
教　

育　

課
》

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特

性
や
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、「
生

き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
た
め
の
確
か

な
学
力
と
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
を

育
む
教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
、
変
化

の
激
し
い
社
会
に
的
確
に
対
応
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
内
外
に
お
け
る
児
童
生

徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
実
施
し
、
災
害
に
強
い
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
や
備
品
に
つ
い
て
計
画
的
に
整

備
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ

る
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
御
宿
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工

事
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
部
活
動
へ
の

影
響
に
配
慮
し
な
が
ら
安
全
に
実
施
し

ま
す
。

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
人
々
が

心
豊
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
生
涯
学
習
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
公
民
館
や
社
会
教
育
施

設
に
お
い
て
、
活
動
の
情
報
提
供
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
に
努

め
ま
す
。
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サンデーオープンを引き続き実施します
平日に役場へ来庁することができない方のために、毎月第３日曜日に皆さんのご利用が多い「税務

住民課住民班」の窓口を開庁します。

【日　時】 毎月第３日曜日　９：００～１２：００
 ※５月２０日、６月１７日、７月１５日、８月１９日、９月１６日、１０月２１日
 　１１月１８日、１２月１６日、１月２０日、２月１７日、３月１７日

【窓　口】 町役場３階税務住民課 住民班
 ※役場への入り口は職員玄関のみとなります。

【取扱業務】
 　・住民票、戸籍の全部（個人）記載事項証明書、除籍・改製原戸籍、身分証明書の交付
 　・印鑑証明書の交付
 　　※サンデーオープンで受付できる業務は限定されます。事前にお問い合わせください。
　 　また、職員１名で対応しておりますので、お待ちいただく場合があります。

【取り扱えない主な業務】
 　・住民異動届（住所の異動など）
 　・住基ネットを使用する業務
 　・年金の資格異動や納付記録の確認、国民年金請求の受付
 　・印鑑登録
 　・外国人登録に関する事務

【問い合わせ】	 税務住民課住民班 ＴＥＬ６８－６６９５
 総務課行政班 ＴＥＬ６８－２５１１

平成２３年度リズム体操発表会
町 B&G 海洋センター体育館にて、平成２３

年度リズム体操教室発表会を３月１０日に行
われ、子供たちが日頃練習に励んだ成果を保
護者の方々に精いっぱい披露しました。

保育 所 年 長 組 と 年 中 組 の 子 ど も た ち が、
からだやカスタネットを使ったリズム表現や
フープ・棒を使った体操の披露、跳び箱・鉄棒・
マットを使ったサーキットなど様々な発表を
行いました。

この発表会は B&G 財団の主要事業である幼児運動プログラムによるもので、実施に
あたり B&G 財団活動助成を得て行いました。
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　町では、がん（悪性新生物）を早期に発見し、適切な治療を行うことで、がんによる死亡を減少させ
ることを目的にがん検診を実施しています。

【がん検診の流れ】
　がん検診は、一見健康な人に対して「がんの所見・疑いがある」、「がんの所見がない」ということ
を判定し、「がんの所見・疑いがある」とされる人を精密検査でさらに診断します。適宜の検査により、
早期にがんを発見することができます。
　また、がん検診とはがんであるか否かが判明するまでのすべての過程を指します。がん検診を受け
て「がんの所見がない」場合でも、定期的に次回の検診を受診することになり、「がんの所見・疑いが
ある」と判断された場合には、精密検査を受診することが必要です。
　「精密検査」を受診して、「異常なし」または「良性の病変」であったときには、次回の検診へ。「がん」
と判定された場合には、治療へ進むことが、がん検診の流れです。
　途中で精密検査や治療を受けない場合は、がん検診の効果がなくなってしまいます。精密検査が必
要となった方は必ず受診し、医師の指示を受けるようにしましょう。
　また、症状が無くてもがんの早期発見・早期治療のため、定期的にがん検診を受診しましょう。

がん検診を継続的に受診しましょう

がんを防ぐための新 12か条

　１条	　たばこは吸わない
　２条	　他人のたばこの煙をできるだけ避ける
　３条	　お酒はほどほどに
　４条	　バランスのとれた食生活を
　５条	　塩辛い食品は控えめに
　６条	　野菜や果物は豊富に
　７条	　適度に運動
　８条	　適切な体重維持
　９条	　ウイルスや細菌の感染予防と治療
１０条	　定期的ながん検診を
１１条	　身体の異常に気がついたらすぐ受診
１２条	　正しいがん情報でがんを知ること



く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

大
地
震
が
発
生
し
た
ら

　

安
全
な
帰
宅
の
た
め
に

左
官
技
術
科
入
校
生
募
集

10

2012.4

職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど

自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る

と
き
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、
帰
宅
が
困
難
に
な
る

人
が
多
数
発
生
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
む
や

み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
身
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

落
ち
着
い
て
交
通
情
報
や
被
害

情
報
等
を
確
認
し
、
適
切
な
行

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
む
や
み
に
移
動
を開

始
し
な
い
》

○
ま
ず
は
身
の
安
全
を
確
保

○
慌
て
て
移
動
し
な
い

○
家
族
の
安
否
等
を
確
認

○
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の

被
害
状
況
を
入
手

○
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
的
確

な
行
動
を
し
ま
し
ょ
う

千
葉
県
立
東
金
高
等
技
術
専

門
校
で
は
次
の
と
お
り
７
月
入

学
の
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
訓
練
科
目
】

　

○
左
官
技
術
科

　
　

７
月
生（
６
ヶ
月
）

【
募
集
定
員
】

　

○
９
名

【
募
集
期
間
】

　

○
５
月
22
日（
火
）
ま
で

【
選
考
方
法
】

　

○
職
業
適
性
検
査

　

○
面
接

【
受
験
資
格
】

　

○
学
歴
不
問

【
授
業
料
】

　

○
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

○
千
葉
県
立

東
金
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
４
７
５（
５
２
）３
１
４
８

FAX
０
４
７
５（
５
２
）３
０
８
７

《
安
全
な
帰
宅
の
た
め
に
》

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち

歩
き
ま
し
ょ
う

○
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手

袋
、
飲
料
水
、
食
糧
な
ど
を

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
緊
急
時
の
安
否
確
認
の
方
法

や
集
合
場
所
等
を
事
前
に
話

し
あ
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
徒
歩
等
に
よ
り
帰
宅
経
路
の

状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
場
所

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
千
葉
県
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
等
と
徒
歩
帰
宅
支
援

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
水

道
や
ト
イ
レ
、
交
通
情
報
な

ど
を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し

て
も
ら
え
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

夷
隅
郡
市
消
防
本
部　

警
防
課

℡
０
４
７
０（
８
０
）０
１
３
３



編 集 記後
今年度から全ページ基本文字サイズを少し大きく

してみました。いかがでしょうか、
さて、防災特集記事という事もあり『備えあれば

憂いなし』日々の備えがいざという時の対応力に差
をつけてくれると思います。

そんな私も備えは完ぺき・・・ではなく、反省の
毎日です（> ＿ <。

いつかはどんなことにも対応できる様な人になり
たいです。　　　　　　　　　　　　　　（井本）

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,051人（＋4）男 3,838人  女  4,213人
　世帯数 3,614  （平成24年3月30日）

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 36（平成24年3月中）
　御宿分署　☎80－0136

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 4　死者数 0　負傷者数 5
　（平成24年3月30日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 140人（平成24年3月中）

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量569,000㎥　有効貯水率 98.3%
　（平成24年4月1日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性ヨウ素及びセシウム　
　平成24年4月4日　採水の検査結果「不検出」

慶弔（ 3月届出 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 0　死亡 14
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湿し
つ
げ
ん原
の
水
の
さ
さ
や
き
座ざ
ぜ
ん
そ
う

禅
草	

金
子　

澄
子

カ
ー
テ
ン
を
開あ

け
る
喜
よ
ろ
こ
び
春は
る

の
海う
み	

堺　
　

陸
子

母
の
忌き

や
香か
お

り
も
添そ

へ
て
桜さ
く
ら
も
ち
餅	

大
曽
根
利
枝

草く
さ
も
ち餅
と
大
き
く
書か

い
て
小ち

さ
き
店み
せ	

澤
崎　

幸
子

水み
ず
ぬ
る温
む
川
の
流な
が

れ
に
布ぬ
の

さ
ら
し	
桜
谷　

敬
蔵

白し
ら
う
め梅
の
一い
っ
し枝
指ゆ
び

さ
す
児こ

の
瞳
ひ
と
み	

本
吉　
　

愛

俳
句
愛
好
会【
お
ん
じ
ゅ
く
俳
壇
】　

今
月
の
兼
題
【
水み
ず
ぬ
る温
む
】

甘あ
ま
か
ら辛
く
母
が
調ち
ょ
う
り理
の
土つ
く
し筆
か
な	

菊
池　

武
夫

春は
る
さ
む寒
や
幾い
く
ど度
も
さ
す
る
子
の
手て
あ
し足	

本
吉
美
絵
子	

遠え
ん
そ
く足
の
列れ
つ

コ
ー
ラ
ス
の
列れ
つ

と
な
り	

小
野　
　

子

初は
つ
ち
ょ
う
蝶
や
研と

が
ね
ば
な
ら
ぬ
鎌か
ま

の
錆さ
び	

岡
本　

俊
康

し
な
や
か
な
鷺さ
ぎ

の
差さ

し
足
水み
ず
ぬ
る温
む	

鶴
岡
と
く
路

◎
二
月
号
の
二
句
目（
茶ち
ゃ

の
花は
な

）
は（
菜な

の
花は
な

）
の
誤
あ
や
まり

で
し
た
。

　

訂て
い
せ
い正
し
て
お
詫わ

び
致い
た

し
ま
す
。　

俳
句
愛
好
会

～子どもたちの豊かな成長を願って～

真木順子様から２月１０日に御宿保育所へ『日
本昔話全１０巻（ビデオ）』、『世界の童話集全１
０巻（ビデオ）』を寄贈頂きました。

町では寄贈頂いたビデオを有効に活用させて
いただきます。
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タウンカレンダー

（保健）⇒町保健センター　　（公民）⇒町公民館　　（B&G）⇒町B&G海洋センター　　（御児）⇒御宿児童館

日 月 火 水 木 金 土

○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○狂犬病予防注射

○乳児相談
　13:30～15:00

（保健）

○ラッコくらぶ
　10:00～15:00

（公民）
○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○健康運動教室
　14：00～（B&G）

○ポリオ予防接種
　13:00～13:30

（保健）

○1歳半・３歳児健診
　1歳半13:15～

13:30
　３歳児13:30～

13:45
（保健）

○サンデーオープン
　9:00～12:00

（役場）

○町民清掃

○子育て相談
　10:00～11:30（御児）
○固定資産税縦覧期間最終日
○固定資産税第1期納期限
○軽自動車税納期限

5月　May
指定ごみ袋制導入まで
あと５カ月！！
１０月１日から指定ごみ
袋制が始まります。ご協
力をお願いします。

4 みどりの日3 憲法記念日21

11

18

25

10

17

24

9

16

23

8

15

22

28 29 30 31

7

14

21

6

13

20

27

5 こどもの日

12

19

26

平成２３年度活力あるふるさとづくり基金運用状況
「ふるさと御宿」を愛する方々から寄附を
通じて支援を受け、まちづくりの担い手と
なっていただく「活力あるふるさとづくり
基金」。
平成２３年度もご賛同をいただきました
ので、その状況をお知らせします。また、お
寄せいただいた寄附金については寄附者の
意向が十分反映されるよう特色ある地域づ
くりに役立たせていただきます。

※寄附の申込み方法等につきましては、町ホームページまたは企画財政課
　（０４７０－６８－２５１２）までお問い合わせください。

2012.4

事業内容 件数 寄附金額 
（千円） 備考

幻想の世界 
「月の沙漠の旅」

づくり事業
1 30 船橋市

水野　佳子様

世界に発信
「人類愛の輪」

事業
0

夢を育む 
 人に優しい

まちづくり事業
0

平成２３年４月１日から２４年３月３１日までの寄附状況


